
会議記録（要旨） 

会 議 名称 令和 6年度 第３回杉並区子ども読書活動推進懇談会 

日 時 令和７年３月３日（月）午前 10時～正午 

場 所 杉並区立中央図書館 ミーティングルーム１・２ 

出席者 

前田委員、渋川委員、遠藤委員、中田委員、鈴木委員、伊藤委員 

出保中央図書館長、辻事業係長、佐川企画運営係係長、早川企画運営係主査、企画運営係：

田沼 

配布資料 

〇【資料１】令和６年度第３四半期進捗管理票 

〇【資料２】各委員推薦「スマホに勝てる本」一覧 

〇【資料３】「学校図書館サービス論」（前田稔・堀川照代著、放送大学教育振興会：2021）

抜粋 

１ 開会 

 

２ 中央図書館長 挨拶 

 

３ 令和６年度第 3・第 4四半期「杉並区子ども読書活動推進計画」活動報告について（資料１） 

〈家庭・地域等における読書活動の推進〉 

事務局：「保育園・幼稚園・子供園における支援の充実」については、コロナ禍前の水準に戻りつつあ

り、外部の読み聞かせの招聘を再開する館ある。 

 「児童館・ゆう杉並におけるサービスの充実」では、同じく読み聞かせがコロナ前の水準に戻った。

また中高生によるゆう杉並図書ボランティアの活動として、「赤毛のアン」の装丁の変遷についての意

見交換が行われた。また装丁への関心を契機に、本の製造工程にまで興味の対象が広がった。 

 「図書館等による地域の施設への支援の充実」では、出張おはなし会として児童館や大塚ろう学校へ

積極的に出向いた。 

事務局：「出産を控えた家庭への支援」については、子ども子育て支援センターにて、プレママ・プレ

パパを対象とした読み聞かせのレクチャーをした。自身が幼少時に読み聞かせをされたことがない親に

も好評で、生まれてくる子どもにぜひ読み聞かせをしたいとのことだった。4か月児へのブックスター

ト事業で配布する絵本の活用や、図書館へも足を運びたいという親が多く、子ども読書活動の第一歩と

して生かされると実感した。 

  

〈学校における読書活動の推進〉 

事務局：「特別な支援を必要とする児童・生徒への支援」では、高井戸中学校図書館でバリアフリー書

架「りんごの棚」を設置した。和泉中学校では、バリアフリー視点での図書館環境の整備を行った。目

線の高さにある本しか利用できないという車椅子の生徒の意見を参考に、小・中合同の図書委員が不便

な箇所の改善を図った。 

 小中学生に向けた外国語の図書充実を図るため区民から遺贈された寄付金により、全校的に外国語書

籍を購入した。 



済美養護学校中学部の移転に伴い、中学部専用の図書室開設のため選書中との報告があった。 

 

〈図書館等における読書活動の推進〉 

事務局：「小・中学生を対象とする事業の実施」については、柿木図書館で四宮小学校、三谷小学校に

てブックトークを行った。南荻窪図書館では荻窪小学校の全学年（26クラス）に対し行った。高井戸

中学校では、授業を行う教室として図書館を活用した。 

事務局：調べ学習の支援においては、「図書館を使った調べる学習コンクール」で、区の入賞作品 16点

が全国大会に出品され多数入賞した。中でも富士見ヶ丘小学校の児童が優秀賞・日本図書出版協会賞と

いう大きな賞を受賞した。 

 第 4 四半期には、「本の帯アイデア賞」の表彰式を行った。今回は 647 点の応募があり、子どもた

ちが普段どんな本を楽しんでいるのかを図書館員が知る機会にもなった。入賞作品は冊子を作成し、図

書館ホームページにも掲載する。 

館長：本当にその本が好きだという気持ちがあふれおり、子どもの可能性も感じる。 

 

【質疑応答】 

委員：ゆう杉並図書ボランティアについて詳しく聞きたい。参加した高校生は、毎回同じメンバーなの

か。 

館長：詳細は分からないが、ゆう杉並の中高生委員会で、集まった中でやってみようという話が生まれ

たと思われる。 

委員：今話題に上がった高校生については、装丁から入る視点が今時の感覚だ。先日慶応大学の学生が、

自分で考えたテーマの冊子を作るという展示会に行き、その学生たちと直接話す機会を得た。あらゆる

情報を SNS で知ることができる昨今、SNS でも発信できるのになぜあえて冊子を作るのか尋ねたと

ころ、「物」になることで「物」を介して人とコミュニケーションがとれると語っていた。ゆう杉並図

書ボランティアの高校生たちも、「物」としての本にフォーカスしているところが今時の感覚だと強く

感じた。そのようなところを切り口にして本の世界に入ってくる。装丁にはその本に関する様々な内容

が含まれ、どんな人に読んでもらいたいかという広い意味でのデザインが施されており、それらに興味

がある子は多い。若い人にはそのような視点から本に興味を持ってもらい、本の深いところまで理解し

てもらうというやり方も可能なのではないか。 

また、「本の帯アイデア賞」で入賞した帯のレプリカを作り、各図書館に配布して装備してはどうか。

せっかく良い帯ができても、実際に巻く機会がないのはもったいない。 

事務局：著作権などはどうなるのかという問題がある。中央図書館で展示はしているので、巡回展示は

可能だ。書架に収められている本に巻くには、他館の協力も必要だ。 

会長：良い提案だ。何が課題で実現できないのかがよく分からない。試みてもいいのではないか。 

事務局：書店で巻かれている帯とは違い、立体的な作品や本全体を包む大きなサイズのものがあり、分

類番号などが隠れてしまう懸念がある。作品として見る分には良いが、貸出しする時に利用者がどう感

じるかという課題がある。 

委員：図書館にパネル等を作って、実際に本に帯を巻くことはできなくても、本とあわせて見て、この

本を読んでみようかと思えるような展示ができるのではないか。 

事務局：それは可能だ。また受賞作の冊子を見れば分かりやすいだろう。 



委員：それと一緒にその本を置くコーナーを作ってはどうか。帯を作る程に皆が熱烈に推す本だという

コーナーを作ることは可能か。 

事務局：良い考えだ。子どもたちが推した本という特集で各館にコーナーを作ってみてもよい。 

委員：ここで終わってしまって、作品は作品、本は本と別々になっていることはもったいない。 

事務局：作品と本を別々とは考えていない。飾る時に巻いてはいるが、その状態で貸出すことができな

い。年月を経てから、本と帯を並べて展示することができるのではないか。今後検討する。 

会長：もう少し踏み込んだ形で書架に変化があればよい。学校図書館では意外にもそのような試みは可

能だが、公共図書館では、誰がどう見ても同じ扱いをするものを用意するのは大変なことだ。学校図書

館では子どもを指導することができるが、公共図書館ではそれができない。難しいことではあるが、こ

れだけ豊かな営みをしているにもかかわらず、実際に可能な範囲が限られているのはもったいない。 

事務局：ぜひ色々な活用方法を考えていきたい。 

会長：分館限定で巻いてある本を置いてみてはどうか。副本を貸出禁止にして展示することは可能か。 

事務局：展示自体は既に中央図書館でしており、好評を得た。 

会長：委員側の意見としては、書架に入っていてほしいということか。 

委員：平面になってしまうのはもったいない。「物」としての本であることが、スマホに勝てるという

ことだ。その意味では、借りられなくても帯が巻かれた状態で手に取って見られるといい。本と帯の情

報とが分かれてしまっていることがもったいない。できれば立体の「物」として展示できれば効果的だ

ろう。1.2倍程度に効果が上がるのではないか。 

事務局：応募者の了承が得られれば、作品を複写して実物に巻いて各館でレプリカ展示もできる。だが

折紙で作られた作品のような立体的なものは難しい。 

委員：カラーコピーなどでもいいのではないか。 

事務局：応募者の了承が得られれば可能だ。 

委員：募集要項に注意書きを入れるなどして初めから承諾を得ておけばいいのではないか。 

事務局：入賞したときに許諾を取って、広報等に氏名を載せている。ただ学校名を出せないという問題

等が色々とある。 

委員：名前は書かれていなくても、「物」が巻かれている実物を自身の学校図書館での展示で、「これは

私の作品だ」と周知することはできる。もう一歩踏み込んで読書活動に繋げることができるのではない

か。 

委員：表紙とカバーのデザインが違うものもあり、装丁もすごく大事である。帯を邪魔だと言う子ども

には「これも本の一部だ。」と言い聞かせている。帯は面白いもの。 

 

４ 学校での教員研修について 

会長：杉並区の学校図書館支援は日本一だと考えており、［資料 3］を基にその理由を説明したい。で

はこれから 5分程度で［資料 3］を読んでほしい。 

会長：現在の学校図書館支援の出発点はどのようなものだったか。 

事務局：学校司書を入れ始めた時に、その相談に乗ったり研修をしたりする部署が必要だという話をし

た。図書館では既に数名が、石川市や袖ヶ浦市の例を参考に学校支援を行っていたが、図書館は社会教

育のためのサービス機関であり、学校に直接指導する指導室があり、指導主事がいる教育センターの中

にそうしたポストを設けた方が、直接学校に働きかけられていいという話をした。だが当時、人が就く



というのは大変なことだったので、非常勤の元教員、司書教諭等にお願いしていた。その後ポストがで

き、ここに書かれているような体制で元司書教諭の先生等とチームを作った。学校のボランティア活動

をしていた方の中には司書の資格保持者が多く、最初はそういった方々に学校司書に応募してもらい配

置した。 

全く初めての方だけでなく、他の自治体で学校司書として活躍していた方々も入ってきたが、杉並の

学校図書館ではどのように活動をするか知ってもらう必要もあったので、毎月研修のために集まった。   

学校司書は一人で働く職場なので、研修で同じ仕事をしている人と集まってお互いに情報交換した

り、愚痴を言ったりするケア的側面も含めて、毎月集まるということが大事だった。教育センターは元々

教員の研修をする機関のため、ぜひ司書教諭の研修も行ってほしいとお願いし、夏の教員研修にそちら

も併せて入れてもらった。 

また司書教諭だけの研修ではなく、学校司書も参加し一緒にワークショップをしたり、管理職研修の

時に図書活動に積極的に取組んでいる学校長に自校の活動を報告してもらったりもした。管理職にも広

く理解してもらうために、研修で学校図書館の活動をテーマにしてもらった。支援センターの中心とな

る活動は多方面での研修であった。 

会長：全国的にそういったものがなかった時代ではないか。 

事務局：もう大分あった。 

会長：当初ここまで発展すると思ったか。 

事務局：最初は 10年続けばいいと考えていた。予算がかかることなので、本当に全校に配置できるの

かも見通せなかった。少人数の配置で兼務させてはどうかと言われたが、既に導入を進めている自治体

からは、複数校の兼務が大変で、毎回掃除をするだけで終わってしまうという話を聞いていたため、絶

対に兼務は駄目だと反対した。 

モデル校となるような学校から少しずつ配置していき、その実績を知ってもらい理解を得ながら増や

していく方こととし、一校に一人が大原則ということで進めた。先行する自治体に話を聞きに行ったり、

全国の研究会に行ったりした。全国の先進的な活動を見に島根にも行き、学校図書館の担当者の話を聞

き、こちらも勉強しながら進めた。 

委員：区民講座のようなところでも開催していたようだが。 

事務局：最初に募集をする時に、ただ募集をするのではなく、地域大学のボランティア養成講座のよう

なものを開講し学校司書とは何か知ってもらい、受講者にぜひ学校司書になってほしいと声をかけた。 

タイミングも大事だ。「学校司書を入れようと思う。」と言ったその時がチャンスで、周囲も学校司書

を入れてほしいと要望してくれた。 

委員：時期がよかったということか。 

事務局：色々と良いことが重なった。声を挙げてもらったおかげで教育長からも話が出た。 

委員：学校に入っている方が沢山いて、そこを研修してもらい、かつ予算が付いたことがよかった。 

学校の立場からすると一日いてくれる、6時間ではあるが、いてくれるというのは全然違う。 

事務局：当初学校側からは「うちはボランティアがいるので要りません」と言われたが、当のボランテ

ィアたちは、学校司書を早く入れてほしいと言っていた。 

委員：ボランティアについては、PCが導入されてからは触って壊さないようにと施錠され、何もなっ

ていないことに気がついて、そういうところからだった。 

事務局：学校司書配置の要望が出たので一気に進める好機と考えたが、リーマンショックで資金不足に



陥り、国の予算で工夫して導入に漕ぎつけた。本来はもっと早く一斉配置する予定だったが、数年計画

に変更された。 

委員：かえって良かったかもしれない。 

事務局：一斉に進めることになっていたら倒れていたかもしれない。 

委員：司書教諭を全校に配置を見込んでいるが、全校に資格保持者がいるわけではない。 

司書教諭の資格を持たない人が担当しているケースもある。中学校では国語教師が少ないので、司書

教諭の資格を持つ教師が学校司書と連携するのは結構難しいことだ。学校司書の方が中心になり、よく

やっている。内容がよくなっている。 

事務局：学校司書にも様々なレベルの人がいたが、優秀な人の良い活動を、皆が真似をしながらやって

いった。 

学校側も「学校司書とは何だ。」という未知の状態から、熱心な教師の協力もあり継続できた。杉並

区では今や授業で学校図書館を使うことは当たり前になっている。途中で打ち切り宣告されないかと心

配していたが、何とか全校配置することができた。 

委員：本の帯やポップなども教科書に記載があるが、担任だけではできないため、学校司書が本をそろ

えたり、色々な働きかけをしたりするので活動に幅が出てくる。 

事務局：図書館から小中学生に働きかけても、担任の先生は忙しいのでどうしても上手く入り込めなか

ったが、学校司書が間に入ることで解消された。 

高井戸中学校と高井戸図書館を仕切るドアも、学校司書がいるおかげで開かれ、授業にも利用される

ようになり開館当初想定していた、昼休みに生徒が本を見にくるという使い方もできるようになった。 

館長：そもそも司書教諭がいるのに、なぜ学校司書がいるのかという話があった。司書教諭が全校に配

置されていないことも議論になった。区では何か年計画として進めていく方式であるため、まず 7 校

に配置することになった。その後、良い取組については水平展開していこうというになり、この取組に

も適用された。 

当時パートだった学校司書の方々の努力もあり、思ったよりも早く全校配置になった。一人で運用し

ていくことでお山の大将になってはいけないし、みんなで協力しようという、連携と共有というキーワ

ードがあって、そのためにこの研修の充実等に支援担当がついていることで、上手くいっているのでは

ないか。 

委員：司書検定を受けて、いきなり一人きりの職場で働くのだから、研修はすごく良かった。そのおか

げで発展した。ただ司書がポンと入っただけではこうはならなかった。 

事務局：他所だと年に一回、二回やるくらいだが、杉並区ではとにかく毎月やった。初めは全校種一緒

だったが、小中学校が増えてきたら分け、さらに分けてと、月に何度も研修をせねばならず大変だった

が、やはり大事なことなので続けている。 

会長：学校図書館における読書活動推進は、デジタル化があらゆるところで進んでいる中で必ずしも順

風満帆ではない。我々も読書推進というテーマの中で、今日配布した資料にもあるように、組織だけで

はなく区民全体が読書推進をする一部だと考えている。ここの部署に任せておけばいいのではなく、こ

こにいる一人ひとりがどう関わっていくかというところについては、まだ少し独立感が強いともいえ

る。学校図書館支援担当とそれ以外が、面としてどこまで繋がっているのか区民は知らないだろう。区

民に知ってもらうにはどうすればいいか、区民全体で応援するとしたらどんな応援の仕方があるか、課

題も含めてまた次回、学校図書館支援担当を交えて話したい。 



 

５ 意見交換 テーマ：スマホに勝てる本 

会長：前回子どもたちが読書よりもスマホを見ていることについて、様々な意見が出た。そこでスマホ

よりも面白い本を紹介し合おうという宿題が出た。前回の総括時に、我々はこれまで様々な意見を交わ

してきたが、それらを図書館運営に反映できたかというと、実際にはここでの話し合いだけで終わって

しまっているという反省点が浮き彫りになった。そこで我々委員が具体的にできることについて話し合

い、最終的には今日おすすめし合う本を展示することになったと記憶している。図書館の一角で、何ら

かの形で案内したい。 

委員：懇談会として展示するのか。 

事務局：推薦図書を挙げるのだから、皆にも見てもらうのも展示として面白いのではないかという話だ

た。具体的にどう展開するかはそれぞれの委員で考えがあるだろう。 

会長：公共図書館では無理だろうか。どこかの一角でできないだろうか。 

事務局：調整は可能だ。だがいつから展示するというスケジュールの申告は必要だ。 

委員：この会として出すのか。 

事務局：そこは我々事務局ではなく、委員が決めることだ。 

会長：「「懇談会」とは何か」を説明する資料も置きたい。こういう会があると周知したい。 

委員：長めのタイトルで「本好きの大人が本気で選んだ、子どもたちに読んでほしいスマホに勝てる本」

などにしてはどうか。 

委員：申し訳ないが、子どもたちに読んでほしい本は選んでいない。 

委員：私が選んだのも、読んでほしい本ではない。一緒に読む本だ。 

委員：本は絶対スマホに勝つものだと、文庫サークル連絡会（※以下：文庫連）は考えている。今回本

を選ぶ際にも、「勝つ」という概念がストレスだった。 

委員：コンセプトが分かりにくかったので、私はなるべく人が関わることで、スマホではない方向に興

味関心を引くことができる本を選んだ。 

委員：ただのノリで「スマホに勝てる本」というのは嫌だ。 

会長：「本は絶対スマホに勝つ」というのは名言だ。 

委員：文庫連に「スマホに勝つ」というのはどういう意味なのだと言われて、スピードの面から考えた

らこの本だし、心の面で考えたらこの本だし、そんなことは答えられないという話になった。 

委員：「スマホに勝つ」というコンセプトが今ひとつ言語化しにくい。人が関わることで、スマホに興

味関心を向けるのではなく、本に興味関心を向けるというのはあるが、「スマホに勝つ本」とはどうい

う本かといえば、それは人それぞれ皆違う。だから我々がこれを推奨することも憚られる。 

委員：私も憚られる。 

会長：憚るというのはどのようなニュアンスなのか。 

委員：会長の思う「スマホに勝つ本」とはどんな本なのか。それは人によって違う。子どもたちも興味

関心が皆違うから、スマホを見なくても手元には本がそれぞれある。ここで委員が推薦する本を「スマ

ホに勝つ本」ですよと提供されても、僕はこの本に興味はないし、何もそれはスマホと対比して見るわ

けではないし、という気持ちが当然ある。「スマホに勝つ本」というテーマは一見斬新な提言に見える

が、皆違っていい。 

誰が推奨するという話ではなく、おすすめの本といった時にぼくはこの本、私はこの本、スマホを見



なくてもこれが本当に楽しいし、人にも薦めたいという本がある。 

委員：私の考えもそれに近い。先ほどの発言にもあった「憚る」というのを凄く感じる。 

一応いくつか本を選んだが、普段スマホに接している子どもたちがよく読む本を選んだ。そのため普通

の感覚でいうところの「よい本」ではないものが多い。 

文庫連のメンバーの意見としては、「スマホに勝てる本」という質問に対し違和感を持つ。すぐに腑

に落ちなかった。スマホと本とは異質な物。それを対比させるのはナンセンスだ。勝ち負けではなく両

方を認めた上で、なぜスマホに行ってしまうのかというのは面白いからだろう。スマホに向かう気持ち

は抑えられない。でも本も手渡したい。勝つのではなく、別の場面で本に向かう気持ちを作るには、本

の面白さが伝わらなければならない。 

それは結局幼い頃からの読み聞かせという結論になるのだが、読み聞かせをすることで、想像しなが

ら読む楽しみを味わう機会が増えれば、スマホとは違う魅力を本に感じる子供が増えるのではないか。

スマホはその時々を楽しく過ごすことができるが、人生の経験には直接関わらない。だが本は楽しく過

ごすこともできるし、自分自身を作り上げる。自分を耕すこともできるので、やはり子どもにはスマホ

だけでなく、スマホを禁止するのでもなく、本も手に取ってほしい。そして幼い頃からの読み聞かせが

大切だ。文庫としてはこれしか思いつかなかった。 

会長：前回はヤングアダルトの話、中高生が本を読まないという話で、その年齢層についてどう読書活

動を促すかということだったが、私自身は、本とスマホを併せると、スマホをもっと楽しめるし本も楽

しめるという内容の本を選んだ。なぜ「勝つ」という発想が生まれたかというと、子どもに対し、こん

な本があるよ、面白そうだよといくら言ってもスマホに勝てない、いつも負け戦になってしまう中で、

何とかスマホに勝てる本を子どもに見せたいという思いによるものだ。 

何かに出会って突然パッと変わるという、本の凄さを知るような本も「スマホに勝つ」というニュア

ンスに適合するのかもしれない。いずれにしても「勝つ」というのは不適切ではないが、議論を喚起す

るテーマではあった。勝ち負けなのかというところに関して。でも負けている気はする。どれだけ努力

してもスマホに勝てない。 

委員：戦ってはいけないのではないか。今さら戦っても。 

会長：戦っているわけではないが、こんなに努力しているのになぜスマホに勝てないのか。どうして子

どもの心に響くことができないのだろうというもどかしさの裏返しで「勝つ」という言葉になったのだ

ろう。 

委員：学校現場ではスマホよりも圧倒的に文字の本を読んでいる子の方が多い。ある面ではスマホに子

どもの時間を割かれているが、小中学校どこに行っても文字言語に触れていることが多く、良い関わり

があると子どもたちは嬉々として本を手にする。 

今年の読書感想文でも、子どもたちにどう選書したのか問うと、薦めてもらったとか、友達に聞いた

とか、教科書に載っていた読書紹介にあったとかいう話が出てくる。だから良い働きかけがあると、子

どもたちは手にするし、スマホを見る時間よりやはり物語など読書の方が多いのではないか。 

会長：中高生ではどうですか。 

委員：時間が違う。その時間がなくなってしまう。色々なことをしているので。 

委員：私も今回の「勝てる」というテーマには引っかかっていた。「勝てる」というよりは読んでほし

い本を私は選んだ。その人がその時、ある状況に置かれた時に読みたいと思った本は、その人にとって

スマホよりは手に取るだろう。それは子どもも中学生も大人も同じで、本とスマホの二択のように話が



進むのはおかしなことだと感じる。それぞれの人がそれぞれの環境で生きている中で、その状況に必要

な本、興味のある本がその人にとってスマホを手に取るよりも面白い本だと思うので、それぞれに響く

本があるのだと思う。それが彼らにとってスマホよりも面白く、タイミングが合えばスマホを置いて読

むであろうし、その本は一人ひとり違うから「スマホに勝てる本」という解釈で選ぶことには凄くずれ

を感じる。 

委員：私は誰が対象なのかとか、どうしたらスマホと比べて勝てるだろうかと考えた。 

たかどのほうこ氏の本では、狸が化けて小学校に入り込んだ時に、上手く書けずに鏡字になる場面が

ある。それはスマホだと読み飛ばしてしまって、助詞が抜けている箇所でも見落としてしまうというよ

うなことへの警鐘も含めて選んだ。鏡字はスマホでは絶対に出てこないであろうことからも、スマホに

勝てると言えるのではないか。 

「こんガらガっち」シリーズは、二択問題を進んでいくと答えが選ばれるとか、プログラミングの

基礎のようなことを基に描かれており、絵本でもゲームみたいなことができるという意味で面白いの

と、一回読み始めたらスマホなど開かずに一気に読みたくなるという意味で選んだ。 

「そばかす先生のふしぎな学校」は、私が小学三年生位の時に図書館で借りて読んだ本だが、再版

されたので即取り寄せて読んだら、自分は小学三～四年生の時にこんなにぶっ飛んだシュールな作品に

惹かれていたのかと、我ながら驚いた。何年経っても思い出してもう一度読みたいという気持ちは、多

分スマホで読み流していたらないだろう。そういう意味ではスマホに勝っているのではないか。 

先ほどポップを作るかどうかという話が出たが、自分なりの「スマホに勝てる」定義を作って紹介

してはどうか。それぞれ読む人が違えばシチュエーションも違うから、その時々でスマホに勝てる、勝

てないというのはもちろんあるだろうが、単純に私はこれがスマホに勝てると思ったという、自分目線

で良いのではないか。先ほどの話でも出たように誰かが紹介してくれたから読んだという、一つの契機

になるような展示だったらいい。 

皆深く本に関わっているので、「スマホに勝つ」という定義を突き詰めて考えているようだが、も

う少し軽いノリで、誰かが何かを紹介していて、ここに本が並んでいるからちょっと手に取ってみよう

かな、手にしてみたら結構面白くていいな、という棚ではだめか。あまり多面的でなくても、一回形に

してみた方がいいのではないか。 

会長：なぜスマホに対して勝たなければいけないと考えているかというと、かつて遠藤幸子先生に「な

ぜ子どもたちに本を読ませなくてはいけないのか。」と質問したら、「私がそう思うから。」という答え

が返ってきた。自分のできることはそれを理論づけ、理屈としてなぜそうしなければいけないのかとい

うところであり、それが役割だと思っている。 

委員：私は先日、娘と共に、実家に一週間くらい滞在した。普段はあまり読み聞かせに応じず本に親し

まない娘たちだが、実家では毎晩 3冊くらい読み聞かせができた。なぜなら実家には何もないからだ。 

そこで私自身が子どもの頃に読んで心に残った本を読み聞かせてみたら嬉しくなったし、子どもたち

も喜び夢中になっていてよかった。実家では読み聞かせを習慣づけることができたが、家に戻るとその

習慣がなくなってしまった。やはり家にはおもちゃやスマホなど、子どもにとって興味を引くものが沢

山ある環境なので、この時代の難しさを改めて感じた。普段スマホが家にあり、子どもには本に関心を

向かせようと日々戦っているので、勝ち負けで考えてしまっている。 

委員：展示にこだわるならば、違う思いから本が出ているので、もう一度仕切り直ししないといけない。 

会長：本会議の意義は、子どもたちがプレママ・プレパパの時期から成人するまで、本や図書館と継続



的に関わる機会をつくることにある。重要なのは「良い本を紹介すること」ではなく、子どもたちがそ

の時々の悩みや課題に合った本と出会える仕組みを考えることである。また、スマートフォンやテレビ、

漫画など多様な娯楽がある中で、一過性の刺激とは異なる読書の価値をどのように伝えるか。「勝つ」

という言葉を議論することで、大事な話が沢山出てきた。私の願いは勝ち負けにこだわることではなく、

委員として何か実行しようということだ。我々のしてきたことが区民に直結するような、成果に対して

実感を得られることをしてみたいというのが今回の趣旨だった。 

次回は我々で展示をするならば、図書館の一角で実現するのならば何ができるのか。ささやかでいい、

何ができるだろうと皆で考えてきてほしい。せっかくなので今から５分程度、皆が選んできた本を見る

時間を取る。 

事務局：展示の方向性を考えようという話だが、我々は何をすればいいのか。 

会長：我々がこのメンバーで、区民に対し何を知ってほしいのか、何を意識共有してほしいのかという

ところから始めなければいけないのかもしれない。 

事務局：それは子ども読書活動推進の手段として何を伝えたいかということか。 

会長：杉並区ではこれだけ豊かな活動がなされているが、区民一人ひとりにその素敵な活動が、理念が

伝わっているのだろうか。メッセージとしてこれだけは絶対に伝えたいというものが 10も 20もある

が、その中からトップ 3 を選ぶとしたら何なのか確定されるとそこで初めて、それを伝える手段とし

て展示はどんな方法が良いのか決まってくる。 

事務局：懇談会として区民に対して何かアプローチできないかということか。 

会長：この計画自体を我々もよく理解する必要がある。次回はそうしたことも含め、もっと基礎的なこ

とから話し合ってみよう。 

事務局：展示担当として説明すると、展示をするに当たっては、どういうことを目的に展示をするのか、

それが読書活動に繋がるようにしていく必要がある。 

前回、地域家庭文庫という団体の活動を知ってもらうため、団体が選んだ本の展示をした。こんなに

面白い本を選んでくれたのだと好評を博し、その多くが貸し出された。広報活動も同時に行い、利用者

が地域家庭文庫に足を運んでくれるよう、図書館以外での読書活動の推進に繋げた。今回この懇談会で

展示をするならば、誰に向けどうやって読書活動に繋げていくのか明確にしてくれると、図書館として

は展示がしやすい。 

会長：それも踏まえて次回までに色々考えてきてもらいたい。 

 

６ 事務連絡（次回開催予定） 

 

７ その他 

  

 


